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　消防庁では、平成20年から全国の消防本部を対象とし
て、熱中症による救急搬送人員を調査しています。

　令和８年５月から９月までの全国における熱中症によ
る救急搬送人員の合計は77,638人でした。これは、調査
を開始した平成20年以降で５番目に多い搬送人員です。
　特に、７月中旬から下旬にかけて非常に厳しい暑さと
なったことから、７月は、過去３番目に多い搬送人員と
なりました。

令和８年の熱中症による
救急搬送状況

救急企画室

はじめに1

熱中症による救急搬送状況2

表１　 平成20年～令和８年の熱中症による救急搬送人員の推移

　この度、令和８年５月から９月までの全国における熱
中症による救急搬送状況を取りまとめましたので、その
概要を報告します。

※令和２年は新型コロナウイルス感染症の拡大状況を鑑み、調査を６月から開始
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②　年齢区分別救急搬送人員（図２）（表２）
　高齢者（満65歳以上）が最も多く46,345人（59.7％）、
次いで成人（満18歳以上満65歳未満）24,509人（31.6％）、

表２　年齢区分別（構成比）

少年（満７歳以上18歳未満）6,380人（8.2％）、乳幼児（生
後28日以上満７歳未満）399人（0.5％）の順となりました。

図２　年齢区分別（構成比）

図１　熱中症による救急搬送状況（令和８年）「調査開始から各週の比較」

熱中症による救急搬送状況（令和４年～令和８年）
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熱中症による救急搬送状況（令和４年～令和８年）

③　傷病程度別救急搬送人員（図３）（表３）
　軽症（外来診療）が最も多く46,346人（59.7%）、次い
で中等症（入院診療）、28,775人（37.1%）、重症（長期

表３　初診時における傷病程度別（構成比）

入院）2,055人（2.6%）、死亡120人（0.2%）の順となり
ました。

図３　初診時における傷病程度別（構成比）

熱中症による救急搬送状況（令和４年～令和８年）

④　発生場所別救急搬送人員（図４）（表４）
　住居が最も多く30,718人（39.6%）、次いで道路
16,080人（20.7%）、公衆（屋外）8,529人（11%）、仕

表４　発生場所別　（構成比）

事場①7,565人（9.7%）の順となりました。

図４　発生場所別（構成比）
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問合せ先
　消防庁救急企画室
　TEL: 03-5253-7529

消防庁の取組3

おわりに4

　消防庁では、毎年全国消防イメージキャラクター
「消

しょう

太
た

」を活用した熱中症予防啓発ポスター及び熱中症
対策リーフレットを作成するとともに、消防庁Xで、熱
中症予防に関する呼びかけを発信しています。今年は、
映画「トイ・ストーリー５」とタイアップした熱中症予
防啓発ポスターを作成し、全国の消防本部等に配付しま
した。
　　また、都道府県や消防本部に対しては、
　　・�夏季を待たずして早期に、住民に対する積極的な

予防啓発
　　・�予備車等を活用した出動体制の確保及び住民への

救急車の適時・適切な利用の呼びかけ
　　・�熱中症予防啓発コンテンツを活用した積極的な広報
　　・�官民連携による効果的な取組の推進
などについて依頼し、ご協力をいただきました。
　さらに、「熱中症予防強化キャンペーン」として、関
係府省庁や官民連携の下、時季に応じた適切な熱中症予
防行動の呼びかけを行うとともに、狙いを絞った効果的
な普及啓発や注意喚起等の広報活動を実施しました。

　今年度の熱中症による救急搬送人員のデータを、消防
庁ホームページの熱中症情報サイトで公表しましたの
で、是非ご覧ください。消防庁では、今後も関係省庁等
と連携をとりながら、熱中症に関する注意喚起や情報提
供を行ってまいります。

（参考）
消防庁熱中症情報（予防啓発コンテンツも掲載しています）
https://www.fdma.go.jp/disaster/heatstroke/post3.
html#heatstroke01

https://www.fdma.go.jp/disaster/heatstroke/post3.html#heatstroke01
https://www.fdma.go.jp/disaster/heatstroke/post3.html#heatstroke01

